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2023 年 7月発行 

大町病院サポーターの会

発行責任者降簱剛 

7 月 1 日八坂地区野平で開催された第 13 回ラベ

ンダーまつりで会長と幹事の皆さんが、ラベンダー

の摘み取りを行いました。摘み取ったラベンダーは

7 月 3 日（月）に、大町病院のスタッフの皆さんに

差し入れすると、とても喜ばれました。 
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令和5年サポーターの会総会時の挨拶から 

大町市病院事業管理者兼市立大町総合病院院長 藤本圭作 

 

大町病院に参りまして 2 年が経ちました。新型コロナ感染

拡大、院内クラスターの発生と大変な 2 年間だったと思い

ます。ようやく 5 月 8 日から 2 類から 5 類に引き下げら

れましたが、当院ではほとんどの入院患者は多くの合併症

を有するリスクの高い患者であり高齢患者の命を守るとい

う観点からコロナ感染対策に対する病院の体制としては当

面大きく変えるつもりはありませんが、公的支援が縮小さ

れる中で変更せざるを得ない部分もあります。詳しくはこ

の後、笹澤先生から講演の中で触れると思います。医師職員

につきまして報告いたします。2022年 4 月以降に、着任

された新規医師は4月に内科では笹澤先生、生井先生、 

鎌倉先生と東京医療センターからのローテーション医師山口先生、それから初期研修医高木

菜々美先生が赴任されました。6月には循環器専門医の大渕先生が、10月からは産婦人科日比

先生が赴任されました。2023年 4月には菊地一平先生、縣先生、西川先生は総合診療プログ

ラムが終了し、当院に再任となりました。菊地一平先生は相澤病院の内視鏡センターに 1 年間

出向されました。それから皮膚科の翠川先生、専攻医として小嶋先生、新井田先生、東京医療セ

ンターからのローテーション医師井上先生が赴任され、飯塚病院に研修に出ていた田川先生が

研修を終了し、小谷村診療所で研修を継続しています。また新たに初期研修医林先生と、中村先

生が赴任されています。小児科の草刈先生は退職され、その後任として古屋先生が着任されまし

た。とても残念でしたが、この 3 月に鳥居先生が退職されました。緩和ケアにつきましては金

子一明先生を中心に緩和ケアチームを再編成しています。以上内科常勤医 19 人、内訳は正職

11人、専攻医5人、初期研修医3人です。内科以外の常勤医は1２人、健康管理部1人、月

給職員３人、計 3５人となっています。2017 年度の常勤医師は 19 人でしたので 1６人の増

となっています。経営状況については、毎週開催しています経営会議において、全体、各病棟、

各診療科別の入院患者動向や入外の患者数、収益等の資料を基に現状把握と対策等を検討し、運

営会議や各部署を通じて、取り組みを進めています。経営状況について簡単に報告いたします。

2022年度の決算見込みは、医業損益は約3億円の赤字ですが、最終的には経常損益は約４億

５千万円、純損益は４億２千万円の黒字を見込んでおります。なお、医業費用のほとんどは人件

費となっています。今後 3 月 8 日から COVID－19 が 5 類に引き下げられたことから、新型

コロナウイルス感染症における診療報酬上の臨時・特例措置が見直されることなどにより、令和

5年度は約2億円以上の減収になると予想されます。 

当院は昨年度から10 年後のビジョンに向けて毎年病院全体の目標を定め、各部門、部署、個人

にトップダウン方式によって目標を制作していただきこれが達成されれば病院の目標が達成さ

れるという体制を構築しつつあり、今年度から人事評価制度も始まります。また、診療部医療支

援室を新設し、医師の働き方改革、多職種によるタスクシフト・タスクシェアを進めていきま

す。問題は多々あり、労基署による宿日直許可の取得、地域医療提供体制を実現するための病床

の機能分化・連携の推進、医師以外のメディカルスタッフの確保、クレーム対応窓口および担当

者の設置、地域医療福祉連携室の強化、健診センターの充実、事務職員のプロパー化、虹の家の

経営改善などです。令和 5年3月に策定した「市立大町総合病院経営強化プラン」に基づき持

続可能な地域医療提供体制を確保していくのが当院の使命と考えています。よろしくご支援の

ほどをお願い申し上げます。 

 



 

  

大町病院では4月から診療部 医療支援
室が新設されました！医療支援室は、以下
の部門が協力し合い医師業務を支援してい
ます。 
■医学生、臨床研修医、専攻医の 
 フォローなど（研修担当） 
■カルテ代行入力、診断書仮作成など 
（医師業務作業補助者） 
■医師のスケジュール管理など 
（医局秘書） 

地域のみなさまにより良質な医療を提供で
きるよう、医師のサポートをしています。 

診療部 医療支援室！ 
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笹澤裕樹先生講演会「ポストコロナの感染症対

策」 

令和 5年 5月 14日 花壇草取り参加者の方々です、ご協力ありがとうございました。 

曽根原耕平 北澤好泰 降旗いずみ 平林ひろい 牧瀬明美 飯島千晴 降旗菜穂子 浅田めぐ美 続麻申子 

曽根原冨美恵 相澤陽介 武井康訓・武井晴明 密澤淳志 松澤恵美 鷲沢明美 清水あさひ 平林偉美子 

傳刀仁美 池田渓子 牧野秀紀 等々力久志 清水香代子 笹澤裕樹 小林由美恵 西澤千文 近藤さと美 

伊藤道子 伊藤美沙 小田切和美 酒井賢 若松郁 田中知子 縣千鶴 小林奈美 井沢純子 太田有羽 

大厩夏生 久保木成美 藤田彩 丸山令江子 堀田明恵・一花・将輝 五味めぐみ 山田福奈 深谷明弘 

山口悦子 西澤三千代 長澤奈美 井出好美 松澤絹枝 大日向明 相澤文人 若林茂男 田尻正勝  

松下吉邦 西澤和保 海川明文 渋田見博 鷲沢徳司 小浪和正 神社正幸 降籏剛 中島一郎 赤羽健次 

山本みゆき 高橋博久…以上68人未記載者数人あり。 

差し入れ：職員労働組合から飲物、栗原洋子さまより防水手づくり手差し、田尻正勝さんよりおきな草の苗を 

いただきました。 

5 月 14 日総会の後に笹澤裕樹先生による「ポス
トコロナの感染症対策」と題した講演会がありま
した。海外の状況も含めた感染症に関する最新の
情報を分かりやすく教えていただきました。 
■オミクロン株の致死率は低下したが、過去最多
の感染者数により第 8 波では死亡者数が過去最
多となった。 

■「高齢者だから、基礎疾患があるからワクチンを
打たなくて良い」は大間違い 

■特に高齢者では、まだ決して侮れない疾患 
■新型コロナは 5 月 8 日から 5 類感染症になっ

たが、法律上の扱いが変わるだけで基本的な感
染対策の考え方は変わらない 

■医療機関や高齢者施設ではマスク着用を推奨 
 個人の自由を盾に重症化リスクのある人への配
慮を欠く行動は避けるべき 

■コロナ禍で定期予防接種の接種率が低下 
 特に麻疹は海外から持ち込まれ流行が懸念さ
れ、実際に国内で流行が起きている 

■シニア世代にはコロナワクチンの他に帯状疱
疹、肺炎球菌、破傷風の予防接種がお勧め 

■自分や家族、子孫が耐性菌で苦しまないように、

抗菌薬の適正使用（かぜに抗菌薬を使わない） 
等々、多くの情報を教えていただきました。 
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まこ壁、市野屋酒造店、名店街、若者たちが営業す
る喫茶店、その奥に ai 喫茶店、女清水、男清水を説
明しながら案内し八日町を過ぎ、塩の道博物館、山

仕事創造舎、などを見ながら、餃子の旨い、俵屋で
昼食をとった後は、国宝仁科神明宮、北アルプスを
見ながら千國街道（塩の道）を北に、民俗資料館で
五所畑遺跡から出土した大きな陶硯、山寺廃寺から

出土した青白磁の水差し、白磁の器の破片、美濃焼
の3つの壺等を見る。その後鷹狩山に登り、北アル
プス、後立山連峰を見、恋人の聖地で記念写真。大
町山岳博物館付属野外動物園で、羽が抜け替え始め
た雷鳥、カモシカを見ました。 

室町時代に作られた居谷里堰（いやりせき）、横堰（よ

こせぎ）を渡り農具川土手の芝桜の花見に。その後 

 若一王子神社の1711年建立の三重塔等を見て、仁科三湖（木崎湖、中綱湖、青木湖）へ。木崎湖

のキャンプ場、中綱湖のオオヤマザクラを見る。青木湖では周囲を一周、温泉郷をめぐり上原（う

わっぱら）遺跡で縄文時代 5000 年前のストーンサークルを見て、劇団四季の倉庫内を館長の浅

野貢一氏から案内いただく。最後は山の神を見学。お別れの時「是非大町に来てくださいね！」と

お願いしますと、「研修病院でここまで市内案内などをしてくれる病院はありません。大町には恩

義があります。いずれ帰ってまいります。」とうれしい言葉をいただきました。 

 

 

大町市内視察研修記①  2023 年（R5）4 月 21 日 天気晴れ 
信州大学医学部研修生丸山良太、竹内響（松本市）、横山大輝（群馬県）の 3 人を高橋次長が案内

しました。磯貝写真館、やまじゅう酒小売店、ブルワリ―、町川水冷式冷蔵庫の蔵、市野屋酒蔵な 

幹事       （大町） 
幹事  大日向明（社） 
幹事        （社） 
幹事  太田美知子（平） 
幹事  松尾忠久（平） 
幹事  清水あさひ（常盤） 
幹事  鈴木佳幸（常盤） 
幹事  酒井孝芳(美麻) 
幹事  北澤孝一（美麻） 
幹事  小浪和正（八坂） 
幹事  松島吉子（八坂） 
幹事  篠崎久美子（白馬） 
幹事  田中栄一（白馬） 
幹事  吉岡久人（小谷） 
幹事  小澤誠一（市職労） 

 

会長  降籏剛 
副会長 海川明文 
副会長 柳澤英幸 
副会長兼事務局 渋田見博 
 
次長  塩原義夫 
次長  曽根原耕平 
次長  相澤文人 
次長  内山博 
次長  松下吉邦 
次長  中島一郎 
次長  高橋博久 
 
幹事  勝野礼二（大町） 
幹事  川上洋 （大町） 
幹事  丸山令江子（大町） 
幹事  伊藤芳行（大町） 
幹事  島田元美(大町) 
幹事  赤羽健次（大町） 
幹事  若林茂男（大町） 

 

幹事  勝野ゆかり（病院労組） 
幹事  深谷明弘（病院労組） 
幹事  太谷優子（女性団体） 
幹事  平林求仁男（体育協会） 
 
幹事  西山雄基（大町岳陽高） 
幹事  北澤好泰（病院） 
幹事  鳥羽壽明（病院) 
幹事  西村彦一（薬剤師） 
 
監事  清水俊邦 
監事  吉澤義雄 
顧問  種山博茂 

 

◇令和５年度大町病院サポーターの会役員一覧◇ 

５月１４日第１４回市立大町総合病院サポーターの会 

総会において承認された役員の皆様です。よろしくお願いします 
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◎玉ねぎが、できました召し上がれ 

 

5 月 26 日は、退職して改めて医師になることを決意した信州大学

医学部5年生田邊恵司さん（埼玉県出身）。案内役は高橋博久次長。先

ず、市街地を案内し、俵屋で食事をとった後は、国宝仁科神明宮でパ

ワーを感じ、千國街道を北上、曽根原では五所畑遺跡付近を通り、閏

田に向かう。街道脇に置かれた五輪の塔2基を見る。嘗て山寺廃寺に

あったものを山林所有者が、「もっと人の目に触れるように」と塔に言

われ街道わきへ移したとのこと。山寺廃寺入口を通過し、大町市民俗

資料館に入る。ここでは山寺廃寺出土の美濃の壺 3個と、北宋の青白

磁の水差し（完品なら 

大町市内視察研修記② 2023 年（R5）5 月 26 日 

外堀（げぼり）、土塁、水城の構え、三日月堀などを見てキャンプ場を

見学。風強く寒いのに客はいる。踵を返し、温泉郷内を車で見学。上原

で 5 千年前の環状列石を見、劇団四季の倉庫群を見る。野口へ下る途

中、山の神に参拝。飾り物が大変立派に飾られていた。大町ダム竜神湖

看板の前で記念写真を撮る。そのまま東洋一のロックフィル七倉ダムへ

上る。どんと構えた姿はすごいの一言。威圧に耐えながら山を下りる。

途中おなかがすき甘いものが食べたくなり「バタどら」を求め食べる。

美味。一路病院は帰着。お疲れさまでした。 

 

1億円）、写経石を見る。五所畑遺跡より出た陶製の大きな硯、白磁皿の陶

片（北宋）を見ると仁科氏は高い文化と豊かな財政力を持ち、中央とのつな

がりがあった事が分かる。丹生壬（にゅうのみ）で関所跡を見て、山城丹生

壬城を望む。木舟城入り口の看板を背に館ノ内の仁科氏居館跡、北の砦、松

崎古城を見て、鷹狩山へ。大町を鳥瞰する。南は槍ヶ岳、燕、北は白岳まで、

大町市は広い。2 次医療圏は広い。山を下り山岳博物館付属動物園でライ

チョウとカモシカを見る。丁度コマクサが咲いていた。若一王子神社で、

1556年造営の重要文化財ご本殿、1706年建立の県宝観音堂、1711年

建設の県宝三重塔を見て木崎湖へ。 

6月 20日、病院南棟入口の癒しの小径に植えられ

ているトマトときうりに、役員 2 人で手とネット

棚を作りました。これで立派な野菜が取れるぞ！ 

 

6月 27日、取れたての玉ねぎ2Kg 入り 30袋を医局に差し入

れしました。梅雨空で乾燥がうまくいっていない中での収穫作業

でしたが、昨年10月下旬作付けした苗が育ち、収穫を迎えたこ

とは何よりの喜びでした。昨年に比較し今年の生育は良く、大小

さまざまでしたが、ひとまずほっとしているところです。 

医局にはちょうど西川先生、新津先生、笹澤先生がいらして記念

写真に納まっていただきました。 

 

～病院ガーデニング部から～ 
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市立大町総合病院サポーターの会 令和 5年度会費納入者リスト 令和 5年 6月 16 日現在 
                                 （順不同、敬称略） 
新規会員                                         
TOKIWA FLOWERS 勝野元之 太田美紀 
 
個人会員                                         
中島一郎 大竹真千子 吉澤伸 清水真弥 清水香代子 松澤絹枝 牧瀬明美 松下直生 
南部道雄 種山博茂 小浪和正 柳沢英幸 嶋田元実 大日方明 塩原義夫 山崎智子 
本山朋子 渋田見博 渋田見洋子 渋田見尚美 太田美知子 降旗剛 高橋博久 西澤千文 
神社正幸 赤羽健次 内山博 若林茂男 松井和子 中島節子 伊藤正子 鷲沢徳司 丸山一由 
牛越充 水野忠 丸山令江子 牧昌子 降旗いずみ 金子一明 黒岩良介 平林久保 田中秀司 
曽根原富美恵 中村洋子 松坂則子 藤澤祐子 一志寿栄 磯野恵子 新津義文 青木俊樹 
川上瀧夫 原恵 藤本圭作 駒澤一明 松下俊行 勝野健一 伝刀昭一 相模一男  牛越徹 
北澤伸夫 小池秀典 吉澤学 澤渡勇治 矢口幸夫 矢口房子 矢口恵子 中村康貴 川上洋 
関一雄 山下好隆 大日方宗仁 太田正治 宮澤正廣 北村利幸 林春美 佐藤悟 高橋良夫 
高橋美夕紀 西澤忠司 松下はつみ 太田武彦 吉澤義雄 遠藤幸廣 高橋鴻生 太田光春 
松島吉子 中村義明 縣和彦 小林英樹 坂井将夫 浅見昌敏 北原靖朗 鈴木幸子 松田俊郎 
北澤徳重 北澤豊繁 田中栄一 佐藤彰子 日堂俊 日堂喜美子 北沢孝一 武内元雄  
宮田一男 平林みえ 小日向修 小林弥生 山本みゆき 山﨑一彦 丸山典生 倉科健夫 
石川智朗 前田敏博 竹村清 竹村いし子 仁科光晴 小林元治 小林千恵子 太田千鶴子 
小松公代 松下吉邦 鈴木友子 柏原一正 矢口定男 志賀一夫 伊藤甚弌 原せいこ 栗林里子 
伊藤芳行 田尻正勝 田中静子  
 
団体会員                                         
菜の花ステーション 大町市女性団体連絡協議会 ㈲田中屋 タカミ薬局 ㈱相模組 
㈱島崎組 吉原商店 富士電機パワーセミコンダクタ㈱ (一社)大北医師会  
㈱伊藤金物商会 ㈲長野クリーンサービス ㈱一木宮坂商店 大町石産㈱ ㈱峯村組 
大北農業協同組合 ㈱幸相社 ㈲五十嵐木材 大町総合病院職員労働組合  
パウダーパフ ㈲斎藤自動車 ㈱奥村印刷所 大北保険薬局事業協同組合 

 

花壇の草取りを行います、ご参加ください 
5 月実施の花壇の草取りとベゴニアの花植え作業以来の環境整備事業となり、暑い中での作業

になりますがご協力をお願いします。 

日 時： 8 月 6日（日）午前7時～（受付：午前6時 30分） 

集 合： 病院玄関前 

持ち物： 軍手、草刈り機等（お茶、お茶菓子は会で用意します） 

◎バーベキュー交流会は中止です 
今年度も新型コロナウィルス感染症等の状況により中止といたします。 

☆皆さんありがとうございます 


